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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
イ
ナ
ズ
マ
イ
レ
ブ
３
．
５
　
新
た
な
る
脅
威

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
３
４
Ｖ

【
作
者
名
】

　
サ
ン
ダ
ー
ス
タ
ー

【
あ
ら
す
じ
】

　
円
堂
守
と
そ
の
仲
間
た
ち
が
Ｆ
Ｆ
Ｉ
（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
で
優
勝
し
て
１
年
４
ヶ
月
が
た
ち
、
円
堂
守
は
高
校
生
に

な
り
、
新
た
な
る
物
語
が
今
、
始
ま
る
・
・
・
・
・
・
・
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プ
ロ
ロ
ー
グ

イ
ナ
ズ
マ
ジ
ャ
パ
ン
が
Ｆ
Ｆ
Ｉ
で
優
勝
し
て
１
年
４
ヶ
月
が
た
ち
、
イ
ナ
ズ
マ

ジ
ャ
パ
ン
の
キ
ャ
プ
テ
ン
、
円
堂
守
は
サ
ッ
カ
ー
の
名
門
校
、
天
雷
高
校
に
入

学
す
る
・
・
・
・
・
・
・
。

円
堂
　
「
よ
し
っ
、
父
ち
ゃ
ん
！
母
ち
ゃ
ん
！
行
っ
て
き
ま
す
！
」
お

温
子
　
「
気
を
つ
け
る
の
よ
。
」

大
介
　
「
守
！
ズ
バ
バ
ー
ン
と
が
ん
ば
っ
て
こ
い
！
！
」

円
堂
　
「
う
ん
！
じ
い
ち
ゃ
ん
！
！
」

　
　
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ

半
田
　
「
お
ー
い
、
円
堂
！
！
」

円
堂
　
「
お
お
っ
！
半
田
！
！
」

半
田
　
「
ま
た
、
同
じ
だ
な
！
ど
う
せ
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
・

・
・
」

円
堂
　
「
あ
あ
！
当
然
だ
ろ
！
！
半
田
も
だ
ろ
？
」

半
田
　
「
そ
う
い
う
と
思
っ
た
！
当
然
だ
ろ
！
せ
っ
か
く
サ
ッ
カ
ー
の
名
門
校

に
入
っ
た
ん
だ
か
ら
！
」

？
？
？
　
「
や
っ
ぱ
り
２
人
と
も
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
る
ん
だ
ね
！
」

円
堂
　
「
そ
の
声
は
秋
！
」

秋
　
　
「
お
は
よ
う
！
円
堂
君
！
半
田
君
！
」

シ
ャ
ド
ウ
　
「
・
・
・
急
ぐ
ぞ
・
・
・
」

半
田
　
「
シ
ャ
ド
ウ
も
い
た
の
か
！
」

シ
ャ
ド
ウ
　
「
・
・
・
そ
ん
な
事
よ
り
早
く
し
な
い
と
本
当
に
遅
れ
る
ぞ
。
」

秋
　
　
「
本
当
だ
！
急
ご
う
！
円
堂
君
！
半
田
君
！
」

円
堂
＆
半
田
　
「
お
う
！
」

　
　
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ

円
堂
　
「
あ
れ
は
豪
炎
寺
！
！
」

豪
炎
寺
　
「
よ
う
、
円
堂
。
相
変
わ
ら
ず
だ
な
。
」

円
堂
　
「
急
ぐ
ぞ
！
遅
刻
す
る
！
」
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豪
炎
寺
　
「
あ
あ
っ
！
！
」

　
　
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ

円
堂
　
「
ふ
う
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
に
あ
っ
た
ー
。
」

半
田
　
「
あ
ぶ
な
い
所
だ
っ
た
な
！
」

そ
し
て
、
運
命
の
歯
車
は
回
り
始
め
る
・
・
・
・
・
・
・
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

は
い
、
と
い
う
わ
け
で
始
ま
り
ま
し
た
が
キ
ャ
ラ
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
知
っ
て
い
る
人
は
見
な
く
て
も
い
い
で
す
）

ま
ず
は
、
こ
の
物
語
の
・
・
・
あ
っ
、
正
確
に
は
イ
ナ
ズ
マ
イ
レ
ブ
ン
の
主
人

公
、
円
堂
守
だ
け
紹
介
し
ま
す
。
円
堂
は
雷
門
中
サ
ッ
カ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン

で
、
イ
ナ
ズ
マ
ジ
ャ
パ
ン
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
す
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
Ｇ
Ｋ
で
す
。

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

今
は
こ
の
く
ら
い
に
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
！
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第
２
話
　
天
雷
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
！
！
（
前
書
き
）

は
い
！
と
い
う
わ
け
で
、
２
話
目
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
前
回
の
円
堂
の
説
明

で
足
り
な
い
所
が
あ
っ
た
の
で
追
加
し
ま
す
。
も
う
一
つ
の
円
堂
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、

リ
ベ
ロ
な
ん
で
す
が
、
リ
ベ
ロ
と
は
、
ゲ
ー
ム
や
、
ア
ニ
メ
で
一
之
瀬
の
説
明

で
、
イ
タ
リ
ア
語
で
自
由
な
選
手
と
い
う
意
味
で
す
。
今
回
は
リ
ベ
ロ
の
ほ
う

が
多
い
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
始
め
ま
す
。
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第
２
話
　
天
雷
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
！
！

　
　
放
課
後

円
堂
　
「
サ
ッ
カ
ー
部
の
部
室
は
ど
こ
だ
？
」

半
田
　
「
さ
ぁ
・
・
・
あ
！
あ
れ
じ
ゃ
な
い
か
？
」

秋
　
　
「
本
当
だ
！
あ
れ
だ
よ
円
堂
君
！
」

円
堂
　
「
う
わ
ぁ
・
・
・
近
く
で
見
る
と
デ
カ
イ
な
・
・
・
」

？
？
？
　
「
ね
ぇ
、
君
達
、
入
部
希
望
者
？
」

円
堂
　
「
う
わ
ぁ
！
だ
・
・
誰
で
す
か
？
」

？
？
？
　
「
誰
で
す
か
っ
て
・
・
・
君
達
、
先
輩
に
向
か
っ
て
そ
れ
は
無
い
だ

ろ
う
。
」

円
堂
　
「
せ
・
・
先
輩
？
！
す
・
・
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
ぁ
！
！
」

？
？
？
　
「
は
は
っ
！
！
い
い
っ
て
、
い
い
っ
て
！
お
っ
と
、
自
己
紹
介
が
ま

だ
だ
っ
た
な
。
お
れ
は
氷
藤
錬
斗
。
よ
ろ
し
く
な
！
！
お
前
が
円
堂
守
か
？
」

円
堂
　
「
は
・
・
・
は
い
！
そ
う
で
す
！
」

氷
藤
　
「
は
は
っ
、
硬
く
な
る
な
よ
！
気
ぃ
抜
け
よ
！
楽
に
行
こ
う
ぜ
！
」

円
堂
　
「
は
・
・
は
ぁ
・
・
・
」

？
？
？
　
「
氷
藤
、
こ
ん
な
所
に
い
た
の
か
。
」

氷
藤
　
「
あ
っ
、
星
原
！
！
」

半
田
　
「
え
っ
、
あ
の
人
が
天
雷
高
の
キ
ャ
プ
テ
ン
！
？
」

豪
炎
寺
　
「
あ
れ
が
・
・
・
こ
の
学
校
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
・
・
」

？
？
？
　
「
俺
が
天
雷
高
サ
ッ
カ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
・
・
星
原
望
だ
。
」

？
？
？
　
「
私
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
宮
野
遥
で
す
。
」

み
や
の
は
る
か

星
原
　
「
氷
藤
、
練
習
に
２
分
３
２
秒
の
遅
れ
だ
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
通
常
２
０

週
だ
が
、
お
ま
え
は
３
５
週
だ
！
」

氷
藤
　
「
マ
ジ
か
よ
！
そ
り
ゃ
無
い
ぜ
ー
！
」

宮
野
　
「
遅
れ
た
あ
な
た
が
悪
い
ん
だ
か
ら
、
反
省
し
な
さ
い
！
」

氷
藤
　
「
宮
野
ま
で
そ
ん
な
こ
と
い
う
の
か
よ
！
ひ
で
ぇ
ぜ
！
」

星
原
　
「
君
達
は
新
入
部
員
だ
ね
。
天
雷
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
案
内
し
よ
う
。
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つ
い
て
く
る
ん
だ
。
」

円
堂
＆
半
田
＆
秋
＆
豪
炎
寺
　
「
は
い
！
！
」

６
人
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
走
っ
た
。

星
原
　
「
こ
こ
が
、
天
雷
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
！
」

シ
ャ
ド
ウ
　
「
遅
か
っ
た
な
、
お
前
ら
！
」

？
？
？
　
「
久
し
ぶ
り
だ
ね
、
み
ん
な
！
！
」

？
？
？
　
「
守
君
、
や
っ
ぱ
り
来
た
ね
。
」

円
堂
　
「
ヒ
ロ
ト
、
フ
ユ
ッ
ぺ
！
！
」

ヒ
ロ
ト
　
「
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
枠
で
、
入
っ
た
ん
だ
。
」

冬
花
　
「
守
君
、
ま
た
一
諸
だ
ね
。
」

宮
野
　
「
全
員
、
そ
ろ
い
ま
し
た
の
で
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

星
原
　
「
こ
れ
よ
り
、
入
部
テ
ス
ト
を
始
め
る
！
！
！
」
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第
２
話
　
天
雷
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
！
！
（
後
書
き
）

今
回
は
、
雷
門
中
、
イ
ナ
ズ
マ
ジ
ャ
パ
ン
の
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
豪
炎
寺
修

也
に
つ
い
て
、
説
明
を
し
ま
す
。
（
こ
の
間
も
書
い
た
よ
う
に
知
っ
て
い
る
人

は
見
な
く
て
い
い
で
す
。
）

豪
炎
寺
の
家
は
、
妹
の
夕
香
と
ふ
く
さ
ん
、
父
親
の
勝
也
は
病
院
の
院
長
で
す
。

夕
香
は
昔
の
事
故
で
１
年
も
眠
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

ま
ぁ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
い
い
で
し
ょ
う
。
で
は
で
は
！
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第
３
話
　
入
部
テ
ス
ト
！
！
（
前
編
）

星
原
　
「
ル
ー
ル
は
簡
単
。
現
天
雷
高
サ
ッ
カ
ー
部
に
お
前
ら
新
入
部
員
全
員

で
挑
め
！
！
以
上
だ
。
」

宮
野
　
「
キ
ャ
プ
テ
ン
は
円
堂
君
、
あ
な
た
で
す
。
」

円
堂
　
「
分
か
り
ま
し
た
！
！
」

　
　
　
１
０
分
後
・
・
・

宮
野
　
「
そ
れ
で
は
、
入
部
テ
ス
ト
を
始
め
ま
す
！
」

　
　
　
ピ
ー
ー
ー
ー
ー
！
！

星
原
　
「
行
く
ぞ
！
！
お
前
ら
！
！
」

天
雷
高
サ
ッ
カ
ー
部
員
　
「
お
お
っ
！
！
」

円
堂
　
「
み
ん
な
、
い
く
ぞ
！
！
」

一
年
　
「
お
お
っ
！
！
」

新
入
部
員
Ａ
　
「
あ
れ
が
円
堂
守
・
・
・
」

新
入
部
員
Ｂ
　
「
ス
ゲ
ー
な
！
あ
い
つ
に
ゴ
ー
ル
を
ま
か
し
と
き
ゃ
、
大
丈
夫

だ
ろ
。
」

？
？
？
１
　
「
チ
ッ
！
気
に
入
ら
な
い
ぜ
！
あ
い
つ
よ
り
も
俺
が
す
ご
い
と
い

う
こ
と
を
証
明
し
て
や
る
！
！
」

秋
　
「
試
合
が
、
始
ま
っ
た
よ
！
冬
花
さ
ん
！
」

冬
花
　
「
そ
う
で
す
ね
！
あ
っ
、
試
合
が
動
き
ま
す
よ
！
」

豪
炎
寺
　
「
行
き
ま
す
！
う
お
お
っ
！
“
真
爆
熱
ス
ク
リ
ュ
ー
”
！
！
」

？
？
？
２
　
「
そ
の
程
度
じ
ゃ
ゴ
ー
ル
は
渡
さ
ん
！
！
行
く
ぞ
！
！
“
ク
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ー
ム
”
！
！
」

豪
炎
寺
　
「
何
！
！
」

シ
ャ
ド
ウ
　
「
豪
炎
寺
の
シ
ュ
ー
ト
が
と
め
ら
れ
た
！
？
」

？
？
？
２
　
「
行
け
！
！
氷
藤
！
！
」

　
氷
藤
に
ボ
ー
ル
が
渡
っ
た
。

氷
藤
　
「
行
く
よ
！
円
堂
君
！
“
コ
ー
ル
ド
バ
ー
ス
ト
”
！
！
」

円
堂
　
「
う
お
お
っ
！
！
“
ゴ
ッ
ド
キ
ャ
ッ
チ
Ｇ
５
”
！
！
」
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そ
の
瞬
間
、
ゴ
ッ
ド
キ
ャ
ッ
チ
が
凍
っ
た
。

円
堂
　
「
！
！
！
う
わ
ぁ
ー
ー
！
！
」

角
馬
　
「
ゴ
ー
ル
！
！
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ー
！
！
申
し
遅
れ
ま
し
た
！
！
私

は
角
馬
圭
太
と
申
し
ま
す
！
！
」

円
堂
　
「
こ
れ
が
高
校
サ
ッ
カ
ー
・
・
・
」

氷
藤
　
「
こ
れ
が
俺
の
力
さ
！
！
こ
ん
ぐ
ら
い
止
め
ら
れ
な
い
と
他
の
奴
ら
の

シ
ュ
ー
ト
な
ん
て
と
め
ら
れ
な
い
ぞ
！
」

星
原
　
「
さ
ぁ
ど
う
出
る
・
・
」
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第
３
話
　
入
部
テ
ス
ト
！
！
（
前
編
）
（
後
書
き
）

こ
ん
に
ち
は
。

氷
藤
　
「
こ
ん
ち
は
ー
！
！
」

え
っ
、
ど
う
や
っ
て
来
た
の
！
？

氷
藤
　
「
さ
ぁ
？
お
れ
に
も
わ
か
ん
ね
ー
ｗ
ｗ
」

え
ー
、
そ
ん
ぐ
ら
い
分
か
れ
よ
ー
。

氷
藤
　
「
ま
ぁ
ー
、
い
い
や
。
じ
ゃ
ー
な
ー
！
」

早
っ
！
！
・
・
・
ま
ぁ
、
い
い
や
。
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第
４
話
　
入
部
テ
ス
ト
！
！
（
後
編
）
（
前
書
き
）

今
回
は
、
半
田
の
説
明
を
・
・
・

氷
藤
　
「
よ
う
！
ま
た
き
た
ぜ
ー
！
！
」

ま
た
お
前
か
ー
ー
！
！

氷
藤
　
「
え
ー
、
き
ち
ゃ
だ
め
な
の
か
よ
！
！
」

当
た
り
前
だ
ー
！
！
っ
て
、
も
う
時
間
だ
ー
！
！

氷
藤
　
「
残
念
だ
っ
た
な
☆
」

お
前
の
せ
い
だ
ー
！
も
う
い
い
や
、
物
語
を
ど
う
ぞ
。
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第
４
話
　
入
部
テ
ス
ト
！
！
（
後
編
）

半
田
　
「
マ
ジ
か
よ
・
・
・
円
堂
の
技
も
豪
炎
寺
の
技
も
通
じ
な
い
な
ん
て
・
・

・
」

？
？
？
　
「
あ
ん
な
も
ん
か
よ
・
・
・
日
本
最
強
の
Ｆ
Ｗ
と
世
界
一
の
Ｇ
Ｋ
の

フ
ォ
ワ
ー
ド

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

実
力
は
・
・
・
」

シ
ャ
ド
ウ
　
「
次
は
、
俺
の
番
だ
！
！
」

星
原
　
「
そ
う
簡
単
に
は
破
れ
な
い
ぞ
・
・
・
轟
先
輩
の
技
は
・
・
・
」

と
ど
ろ
き

シ
ャ
ド
ウ
　
「
“
真
ダ
ー
ク
ト
ル
ネ
ー
ド
”
！
！
」

　
　
轟
は
、
技
を
使
わ
ず
止
め
た
。

シ
ャ
ド
ウ
　
「
！
！
！
」

轟
　
「
そ
ん
な
も
ん
か
・
・
・
お
前
の
シ
ュ
ー
ト
は
・
・
・
星
原
！
！
」

　
　
星
原
に
、
ボ
ー
ル
が
渡
っ
た
。

半
田
　
「
行
か
せ
な
い
！
！
」

星
原
　
「
良
い
ガ
ッ
ツ
だ
。
だ
が
甘
い
な
！
“
ス
タ
ー
ブ
ラ
イ
ト
”
！
！
」

半
田
　
「
一
体
ど
こ
に
・
・
・
！
！
い
つ
の
間
に
あ
ん
な
所
に
！
！
」

星
原
　
「
い
く
ぞ
！
氷
藤
！
！
」

氷
藤
　
「
Ｏ
Ｋ
！
星
原
！
」

星
原
＆
氷
藤
　
「
“
ス
タ
ー
フ
リ
ー
ズ
”
！
！
」

円
堂
　
「
今
度
こ
そ
！
！
“
ゴ
ッ
ド
キ
ャ
ッ
チ
Ｇ
５
”
！
！
こ
れ
は
！
！
う
わ

ぁ
ー
ー
！
！
」

　
　
ゴ
ー
ル
に
、
星
原
と
氷
藤
の
シ
ュ
ー
ト
が
突
き
刺
さ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
４
５
分
後

宮
野
　
「
こ
れ
で
入
部
テ
ス
ト
を
終
わ
り
ま
す
！
！
結
果
は
明
日
、
知
ら
せ
ま

す
。
今
は
こ
れ
で
解
散
に
し
ま
す
。
」

星
原
　
「
宮
野
。
」

宮
野
　
「
星
原
君
。
さ
っ
き
の
試
合
・
・
・
」

星
原
　
「
あ
あ
・
・
・
２
０
－
０
・
・
・
円
堂
守
・
・
・
も
う
少
し
骨
の
あ
る

や
つ
だ
と
思
っ
た
が
・
・
・
」
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氷
藤
　
「
そ
う
か
ぁ
ー
？
俺
は
む
し
ろ
、
よ
く
こ
こ
ま
で
喰
い
つ
い
た
と
思
う

ぜ
。
去
年
は
、
３
０
－
０
だ
っ
た
し
。
」

宮
野
　
「
そ
れ
も
そ
う
だ
ね
。
私
も
あ
の
怪
我
さ
え
な
け
れ
ば
、
み
ん
な
と
サ

ッ
カ
ー
で
き
た
ん
だ
ろ
ー
な
・
・
・
」

氷
藤
　
「
あ
れ
は
事
故
だ
！
現
に
お
前
は
何
も
し
て
ね
ー
じ
ゃ
ね
ー
か
！
！
」

宮
野
　
「
う
ん
・
・
・
分
か
っ
て
る
よ
、
分
か
っ
て
る
け
ど
・
・
・
」

星
原
　
「
２
人
と
も
や
め
ろ
！
！
そ
の
話
は
も
う
す
る
な
・
・
・
」
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第
４
話
　
入
部
テ
ス
ト
！
！
（
後
編
）
（
後
書
き
）

今
回
の
こ
の
話
の
最
後
、
「
何
こ
れ
！
？
」
と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
物
語

上
で
あ
き
ら
か
に
な
り
ま
す
。

宮
野
に
昔
、
一
体
何
が
あ
っ
た
の
か
？
期
待
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

次
話
を
そ
の
内
書
き
ま
す
。
（
笑
）
で
は
！
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第
５
話
　
練
習
試
合
　
天
雷
Ｖ
Ｓ
帝
国
（
前
編
）
（
前
書
き
）

今
回
こ
そ
、
半
田
の
説
明
を
し
ま
す
。

半
田
は
、
何
を
や
っ
て
も
中
途
半
端
、
器
用
貧
乏
で
す
。

エ
イ
リ
ア
学
園
の
時
は
、
最
初
の
試
合
で
脱
落
し
、
円
堂
達
の
前
に
立
ち
塞
が

り
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
で
は
、
試
合
は
引
き
分
け
で
し
た
が
ゲ
ー
ム
で
は
、
勝
た
な
い
と
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
が

見
ら
れ
な
い
と
い
う
面
倒
な
展
開
で
し
た
。
エ
イ
リ
ア
学
園
の
説
明
は
、
ヒ
ロ

ト
の
説
明
と
一
緒
に
し
ま
す
。
で
は
、
話
を
ど
う
ぞ
。



17

第
５
話
　
練
習
試
合
　
天
雷
Ｖ
Ｓ
帝
国
（
前
編
）

　
次
の
日
・
・
・

宮
野
　
「
で
は
、
結
果
を
発
表
し
ま
す
！
ま
ず
、
豪
炎
寺
修
也
、
半
田
真
一
！

！
」

豪
炎
寺
＆
半
田
　
「
は
い
！
！
」

宮
野
　
「
次
！
北
御
門
隼
人
！
」

北
御
門
　
「
は
い
・
・
・
」

宮
野
　
「
闇
野
カ
ゲ
ト
！
基
山
ヒ
ロ
ト
！
」

シ
ャ
ド
ウ
＆
ヒ
ロ
ト
　
「
は
い
！
」

宮
野
　
「
最
後
に
水
野
ラ
ル
ト
！
円
堂
守
！
」

水
野
　
「
は
い
！
」

円
堂
　
「
は
い
！
」

宮
野
　
「
以
上
で
発
表
を
終
わ
り
ま
す
。
」

星
原
　
「
今
、
発
表
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
放
課
後
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合
だ
。

こ
れ
で
解
散
だ
。
」

宮
野
　
「
秋
さ
ん
、
冬
花
さ
ん
ち
ょ
っ
と
手
伝
っ
て
。
」

秋
＆
冬
花
　
「
は
い
！
分
か
り
ま
し
た
！
」

　
　
そ
の
頃
、
と
あ
る
場
所
・
・
・

？
？
？
　
「
フ
フ
フ
・
・
・
今
に
見
て
い
ろ
、
円
堂
守
・
・
・
」

　
　
同
時
刻
　
　
２
時
３
０
分

半
田
　
「
い
や
ー
良
か
っ
た
ー
、
無
事
に
合
格
で
き
て
。
」

ヒ
ロ
ト
　
「
本
当
だ
ね
。
み
ん
な
無
事
合
格
で
き
て
。
」

円
堂
　
「
あ
あ
！
そ
れ
に
今
日
か
ら
練
習
に
参
加
出
来
る
ん
だ
か
ら
！
」

豪
炎
寺
　
「
だ
が
、
油
断
禁
物
だ
。
気
を
抜
く
な
よ
。
」

星
原
　
「
来
た
か
。
お
前
ら
。
」

氷
藤
　
「
星
原
か
ら
な
ん
か
話
が
あ
る
ん
だ
と
。
」

星
原
　
「
そ
ろ
た
っ
か
。
今
週
の
土
曜
日
に
練
習
試
合
を
組
ん
だ
。
相
手
は
帝

国
学
園
だ
。
」



18

円
堂
＆
半
田
　
「
て
・
・
・
帝
国
学
園
！
？
」

豪
炎
寺
　
「
帝
国
学
園
と
い
え
ば
・
・
・
あ
い
つ
ら
と
戦
う
こ
と
に
な
る
な
。
」

　
　
　
　
　
土
曜
日
　
帝
国
学
園

星
原
　
「
着
い
た
ぞ
。
帝
国
学
園
だ
。
」

？
？
？
　
「
待
っ
て
い
た
ぞ
・
・
・
円
堂
。
」

円
堂
　
「
お
前
は
・
・
・
鬼
道
！
！
」

鬼
道
　
「
ふ
っ
・
・
・
こ
う
も
早
く
戦
う
事
に
な
る
と
は
な
。
」

円
堂
　
「
手
加
減
無
し
だ
ぜ
！
！
鬼
道
！
」
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第
６
話
　
練
習
試
合
　
天
雷
Ｖ
Ｓ
帝
国
（
中
編
）

審
判
　
「
こ
れ
よ
り
、
天
雷
高
対
帝
国
の
練
習
試
合
を
始
め
る
。
両
チ
ー
ム
礼

！
」

天
雷
メ
ン
バ
ー
＆
帝
国
メ
ン
バ
ー
　
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

星
原
　
「
霊
都
監
督
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
の
発
表
を
。
」

霊
都
　
「
う
む
。
ま
ず
、
Ｆ
Ｗ
氷
藤
！
豪
炎
寺
！
闇
野
！
」

フ
ォ
ワ
ー
ド

氷
藤
＆
豪
炎
寺
＆
シ
ャ
ド
ウ
　
「
は
い
！
」

霊
都
　
「
次
、
Ｍ
Ｆ
星
原
！
半
田
！
北
御
門
！
基
山
！
」

ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー

星
原
＆
半
田
＆
北
御
門
＆
ヒ
ロ
ト
　
「
は
い
！
」

霊
都
　
「
次
、
Ｄ
Ｆ
灯
籠
！
円
堂
！
水
野
！
」

デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー

と
う
ろ
う

灯
籠
＆
円
堂
＆
水
野
　
「
は
い
！
」

霊
都
　
「
最
後
、
Ｇ
Ｋ
轟
！
」

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

轟
　
「
は
い
！
」

霊
都
　
「
以
上
だ
。
し
っ
か
り
ス
ト
レ
ッ
チ
し
と
け
よ
。
」

宮
野
　
「
秋
ち
ゃ
ん
、
冬
花
ち
ゃ
ん
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
入
っ
た
時
の
準
備
し

と
こ
う
。
」

秋
＆
冬
花
　
「
は
い
！
」

星
原
　
「
円
堂
。
Ｄ
Ｆ
だ
が
大
丈
夫
か
？
」

デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー

円
堂
　
「
大
丈
夫
で
す
！
」

星
原
　
「
そ
う
か
。
な
ら
い
い
ん
だ
が
・
・
・
」

　
　
ピ
ィ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！

星
原
　
「
行
く
ぞ
！
」

天
雷
メ
ン
バ
ー
　
「
お
お
ー
！
」

鬼
道
　
「
み
ん
な
、
い
く
ぞ
！
！
」

帝
国
メ
ン
バ
ー
　
「
お
お
ー
！
」

氷
藤
　
「
行
く
ぜ
！
」

不
動
　
「
行
か
せ
る
か
よ
！
“
キ
ラ
ー
ク
ラ
ッ
シ
ュ
”
！
！
」

氷
藤
　
「
う
わ
ぁ
ー
！
」
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不
動
　
「
鬼
道
！
！
」

鬼
道
　
「
行
く
ぞ
！
佐
久
間
！
不
動
！
」

鬼
道
＆
佐
久
間
＆
不
動
　
「
“
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
ギ
ン
”
！
！
」

轟
　
「
止
め
て
み
せ
る
！
“
ク
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ー
ム
”
！
！
ぐ
・
ぐ
わ
ぁ
ー
ー
ー

！
」

　
　
ゴ
ー
ル
に
シ
ュ
ー
ト
が
突
き
刺
さ
る
！

円
堂
　
「
何
て
、
威
力
な
ん
だ
！
あ
れ
が
今
の
鬼
道
達
・
・
・
」

半
田
　
「
今
度
は
、
こ
っ
ち
の
番
だ
！
う
お
お
っ
ー
ー
！
“
ラ
イ
ジ
ン
グ
シ
ョ

ッ
ト
”
！
！
」

源
田
　
「
お
前
の
シ
ュ
ー
ト
な
ど
こ
れ
で
十
分
だ
。
“
ド
リ
ル
ス
マ
ッ
シ
ャ
ー

Ｖ
３
”
！
ぐ
・
ぐ
わ
ぁ
ー
！
」

　
　
半
田
の
シ
ュ
ー
ト
が
ゴ
ー
ル
に
入
る
。

半
田
　
「
こ
れ
が
今
の
俺
の
力
だ
！
」
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第
７
話
　
練
習
試
合
　
天
雷
Ｖ
Ｓ
帝
国
（
後
編
）
（
前
書
き
）

今
回
は
、
半
田
が
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
、
強
く
な
っ
て
い
る
の
か
、
回
想
を
ど

う
ぞ
。

　
　
練
習
試
合
前
日
－
－
－
－
－
－

半
田
　
「
う
お
お
ー
ー
ー
！
」

　
半
田
の
シ
ュ
ー
ト
は
、
ポ
ス
ト
に
当
た
っ
た
。

半
田
　
「
惜
し
い
！
あ
と
少
し
だ
っ
た
の
に
・
・
・
」

氷
藤
　
「
へ
ぇ
～
、
面
白
い
事
や
っ
て
ん
な
ー
！
俺
も
混
ぜ
ろ
！
」

半
田
　
「
氷
藤
先
輩
？
！
」

氷
藤
　
「
な
ぁ
、
お
前
こ
の
技
や
っ
て
み
な
い
か
？
」

半
田
　
「
“
ラ
イ
ジ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
”
？
」

氷
藤
　
「
あ
あ
、
星
原
が
考
案
し
た
ん
だ
け
ど
、
俺
に
は
合
わ
な
く
て
、
で
お

前
っ
て
わ
け
だ
。
」
半
田
　
「
分
か
り
ま
し
た
、
や
り
ま
す
。
」

　
　
５
時
間
後
－
－
－
－

半
田
　
「
“
ラ
イ
ジ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
”
！
！
」

氷
藤
　
「
お
お
っ
、
も
う
出
来
た
の
か
！
俺
な
ん
て
丸
１
週
間
や
っ
て
も
出
来

な
か
っ
た
の
に
。
」
半
田
　
「
こ
れ
が
・
・
・
俺
の
新
し
い
必
殺
技
・
・
・
」

で
、
今
に
至
る
わ
け
で
す
。
で
は
、
物
語
を
。
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第
７
話
　
練
習
試
合
　
天
雷
Ｖ
Ｓ
帝
国
（
後
編
）

鬼
道
　
「
ま
だ
、
同
点
だ
。
気
を
抜
く
な
よ
！
！
」

星
原
　
「
ま
だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
だ
！
！
」

　
　
そ
の
後
も
お
互
い
に
気
の
抜
け
な
い
状
況
が
続
い
た
。
１
点
取
っ
て
は
取

り
返
す
、
そ
ん
な
攻
防
が
繰
り
返
さ
れ

　
　
　
　
４
５
分
後
－
－
－
－

審
判
　
「
試
合
終
了
！
！
１
０
－
１
０
で
引
き
分
け
！
両
チ
ー
ム
礼
！
」

天
雷
メ
ン
バ
ー
＆
帝
国
メ
ン
バ
ー
　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！
」

円
堂
　
「
半
田
！
お
前
の
シ
ュ
ー
ト
す
ご
か
っ
た
な
！
」

半
田
　
「
あ
あ
、
氷
藤
先
輩
と
特
訓
し
て
出
来
た
ん
だ
。
」

星
原
　
「
お
前
ら
、
も
う
す
ぐ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｈ
予
選
が
始
ま
る
気
を
引
き
締
め
て
い

く
ぞ
！
」

円
堂
　
「
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｈ
っ
て
何
で
す
か
？
」

星
原
　
「
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｈ
、
通
称
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
だ
。

Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｈ
は
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
上
位
２
チ
ー
ム
が
地
方
大
会
に
出
場
し
、
さ

ら
に
地
方
大
会
の
上
位
２
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場
で
き
、
そ
の
中
か
ら
優

勝
校
を
決
め
る
大
会
だ
。
」

霊
都
　
「
今
回
は
イ
ナ
ズ
マ
ジ
ャ
パ
ン
の
ほ
と
ん
ど
の
や
つ
ら
が
参
加
す
る
と

あ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
も
大
騒
ぎ
だ
。
」

　
　
　
そ
の
頃
、
と
あ
る
場
所
－
－
－
－

？
？
？
　
「
フ
フ
フ
・
・
・
あ
と
少
し
だ
・
・
見
て
い
ろ
円
堂
守
・
・
・
」

　
　
　
天
雷
高
校

霊
都
　
「
星
原
、
こ
れ
で
良
い
と
思
う
か
？
」

星
原
　
「
妥
当
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」

霊
都
　
「
ま
あ
、
組
み
合
わ
せ
次
第
だ
な
。
明
日
は
必
殺
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
の
練

習
を
中
心
に
練
習
を
行
う
。
」

星
原
　
「
分
か
り
ま
し
た
。
で
は
。
」
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第
８
話
　
円
堂
の
“
ム
ゲ
ン
・
ザ
・
ハ
ン
ド
”
！
！
（
前
書
き
）

天
雷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帝
国

半
田
　
３
得
点
　
　
　
鬼
道
　
１
０
得
点

ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク

氷
藤
　
３
得
点

ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク

星
原
　
２
得
点

豪
炎
寺
　
１
得
点

ヒ
ロ
ト
　
１
得
点

鬼
道
さ
ん
が
１
０
得
点
し
て
る
！
！
や
っ
ぱ
り
、
す
げ
ぇ
ー
な
鬼
道
さ
ん
は
・
・

・今
回
は
、
円
堂
が
ム
ゲ
ン
・
ザ
・
ハ
ン
ド
の
習
得
を
目
指
す
感
じ
で
す
（
笑
）

円
堂
は
“
ム
ゲ
ン
・
ザ
・
ハ
ン
ド
”
を
習
得
出
来
る
の
か
？
注
目
で
す
！
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第
８
話
　
円
堂
の
“
ム
ゲ
ン
・
ザ
・
ハ
ン
ド
”
！
！

円
堂
　
「
さ
ー
て
、
今
日
も
や
る
か
！
」

ヒ
ロ
ト
　
「
や
る
か
っ
て
、
何
を
だ
い
？
」

円
堂
　
「
何
っ
て
、
“
ム
ゲ
ン
・
ザ
・
ハ
ン
ド
”
の
特
訓
さ
！
」

半
田
　
「
“
ム
ゲ
ン
・
ザ
・
ハ
ン
ド
”
？
！
あ
れ
は
立
向
居
だ
か
ら
出
来
た
技

だ
ろ
。
」

こ
こ
で
立
向
居
の
説
明
を
し
ま
し
ょ
う
。

ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
で
は
一
時
期
、
円
堂
を
越
え
最
強
の
Ｇ
Ｋ
と
ま
で
言
わ
れ
て

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

い
ま
し
た
が
世
界
編
に
入
り
弱
く
な
り
、
技
も
破
ら
れ
る
始
末
。
そ
の
技
の
一

つ
が
“
ム
ゲ
ン
・
ザ
・
ハ
ン
ド
”
で
す
。

元
々
は
円
堂
の
祖
父
、
大
介
が
作
っ
た
技
で
円
堂
も
習
得
を
目
指
す
の
で
す
が
、

し
な
や
か
な
筋
肉
が
必
要
な
こ
の
技
は
何
度
や
っ
て
も
失
敗
し
て
い
た
の
に
対

し
、
立
向
居
は
一
回
目
で
技
を
出
し
か
け
る
と
い
う
偉
業
を
な
し
と
げ
ま
す
。

ア
ニ
メ
で
は
Ｇ
５
ま
で
行
き
ま
し
た
。
（
世
界
編
終
了
時
）
今
回
は
“
ム
ゲ
ン
・

ザ
・
ハ
ン
ド
”
を
習
得
出
来
な
か
っ
た
円
堂
が
再
び
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

円
堂
　
「
だ
か
ら
こ
そ
や
る
意
味
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
！
」

豪
炎
寺
　
「
フ
ッ
、
お
前
ら
し
い
な
、
円
堂
。
」

水
野
　
「
ね
ぇ
、
何
や
る
の
？
」

半
田
　
「
お
前
は
確
か
・
・
・
水
野
！
」

ヒ
ロ
ト
　
「
円
堂
君
の
必
殺
技
の
特
訓
だ
よ
、
ハ
ル
ト
。
」

水
野
　
「
面
白
そ
う
！
僕
も
混
ぜ
て
混
ぜ
て
！
！
」

　
　
そ
し
て
、
特
訓
が
始
ま
っ
た
。

ヒ
ロ
ト
　
「
行
く
よ
！
“
流
星
ブ
レ
ー
ド
Ｖ
３
”
！
」

円
堂
　
「
う
お
お
ー
！
“
ム
ゲ
ン
・
ザ
・
ハ
ン
ド
”
！
ぐ
っ
・
・
・
う
わ
ぁ
ー

ー
！
！
」

　
　
シ
ュ
ー
ト
が
円
堂
と
一
緒
に
ゴ
ー
ル
突
き
刺
さ
る
。

ヒ
ロ
ト
　
「
大
丈
夫
か
い
？
円
堂
君
。
」

円
堂
　
「
あ
あ
、
何
と
か
な
。
」
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水
野
　
「
次
は
僕
だ
よ
！
」

円
堂
　
「
来
い
！
水
野
！
！
」

水
野
　
「
う
ん
！
」

　
す
る
と
、
水
野
は
め
を
閉
じ
た
。

水
野
　
「
行
く
ぞ
！
円
堂
ォ
ォ
ー
ー
ー
！
！
」

円
堂
　
「
！
？
こ
れ
っ
て
！
」

水
野
　
「
“
ア
ク
ア
・
ブ
ラ
ス
タ
ー
”
！
！
」

円
堂
　
「
“
ム
ゲ
ン
・
ザ
・
ハ
ン
ド
”
ォ
ォ
ー
！
ぐ
っ
・
な
、
な
ん
て
パ
ワ
ー

な
ん
だ
・
・
・
う
わ
ぁ
ー
ー
！
！
」

　
　
シ
ュ
ー
ト
が
円
堂
と
一
緒
に
ゴ
ー
ル
突
き
刺
さ
る
。

水
野
　
「
ふ
ん
、
そ
ん
な
も
ん
か
・
・
・
」

ヒ
ロ
ト
　
「
あ
れ
は
、
ま
る
で
・
・
・
」

豪
炎
寺
　
「
２
年
前
の
吹
雪
！
！
」

　
　
そ
う
、
水
野
は
今
２
年
前
の
吹
雪
と
同
じ
状
態
な
の
で
す
。

円
堂
　
「
・
・
・
見
え
た
。
」

水
野
　
「
あ
？
」

円
堂
　
「
見
え
た
ぞ
・
・
・
俺
に
し
か
出
来
な
い
“
ム
ゲ
ン
・
ザ
・
ハ
ン
ド
”

が
！
！
」
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第
９
話
　
冷
酷
な
宣
告
！
（
前
書
き
）

い
や
ー
、
前
回
は
色
々
す
ご
か
っ
た
な
ー
。

特
に
水
野
の
も
う
一
つ
の
人
格
、
気
づ
い
て
い
る
人
も
少
な
か
ら
ず
居
る
と
思

い
ま
す
が
、
水
野
は
イ
ナ
ズ
マ
イ
レ
ブ
ン
２
の
覚
醒
前
の
吹
雪
を
ベ
ー
ス
に
し

て
い
ま
す
。

吹
雪
が
氷
な
ら
、
水
野
は
名
前
の
ま
ん
ま
水
の
技
を
使
い
ま
す
。

た
だ
、
水
野
は
も
う
一
つ
の
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
て
い
る
の
で
普
段
は
ま
ず
、

使
い
ま
せ
ん
。

光
陽
高
校
に
は
、
驚
き
の
奴
ら
が
！
！

そ
し
て
、
円
堂
は
キ
ー
パ
ー
と
し
て
試
合
に
出
ら
れ
る
の
か
？
こ
こ
も
注
目
で

す
！
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第
９
話
　
冷
酷
な
宣
告
！

霊
都
　
「
お
前
達
、
来
週
の
日
曜
に
練
習
試
合
を
組
ん
だ
。
相
手
は
光
陽
高
校

だ
。
」

氷
藤
　
「
光
陽
高
校
？
！
あ
そ
こ
は
、
去
年
出
来
た
ば
か
り
の
学
校
じ
ゃ
な
い

で
す
か
！
何
で
、
そ
ん
な
と
こ
と
・
・
」

　
　
星
原
が
氷
藤
の
話
を
遮
る
。

星
原
　
「
あ
そ
こ
は
、
ま
だ
出
来
た
ば
か
り
だ
か
ら
、
デ
ー
タ
が
少
な
い
。
だ

か
ら
、
そ
の
分
対
策
の
練
り
よ
う
が
無
い
と
言
っ
て
も
言
い
。
そ
の
為
の
試
合

と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
」

氷
藤
　
「
そ
れ
は
良
い
と
し
て
、
そ
れ
な
ら
１
年
を
出
さ
な
い
で
、
俺
達
２
年

生
や
轟
先
輩
３
年
生
で
試
合
を
や
れ
ば
光
陽
高
校
の
実
力
も
分
か
る
だ
ろ
。
」

霊
都
　
「
い
や
、
お
前
ら
に
は
悪
い
が
次
の
練
習
試
合
は
、
１
年
だ
け
で
戦
っ

て
も
ら
う
。
」

氷
藤
＆
星
原
　
「
？
！
！
」

灯
籠
　
「
監
督
、
さ
す
が
に
そ
れ
は
無
茶
な
ん
じ
ゃ
・
・
・
」

轟
　
「
灯
籠
の
言
う
と
お
り
で
す
、
監
督
！
！
１
年
は
、
ま
だ
７
人
で
す
よ
！

こ
ん
な
人
数
で
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
薄
く
な
り
ま
す
よ
！
」

霊
都
　
「
文
句
が
あ
る
奴
は
抜
け
ろ
。
」

氷
藤
＆
星
原
＆
灯
籠
＆
轟
　
「
！
！
！
」

？
？
？
　
「
そ
れ
は
無
い
で
し
ょ
ー
、
監
督
～
。
」

氷
藤
　
「
！
お
前
は
・
・
・
炎
城
！
！
」

炎
城
　
「
氷
藤
、
俺
の
名
前
覚
え
て
て
く
れ
た
ん
だ
ー
、
サ
ン
キ
ュ
ー
。
お
っ

と
、
お
ー
い
着
い
た
ぞ
ー
。
」

？
？
？
１
　
「
マ
モ
ル
！
」

？
？
？
２
　
「
待
て
よ
、
フ
ィ
デ
ィ
オ
ー
！
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
　
「
ご
め
ん
、
マ
ル
コ
。
で
も
、
マ
モ
ル
達
と
会
え
る
と
思
う
と

ワ
ク
ワ
ク
し
ち
ゃ
っ
て
！
！
」

マ
ル
コ
　
「
で
も
、
だ
か
ら
っ
て
そ
こ
ま
で
、
走
ら
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
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い
か
？
」

？
？
？
３
　
「
全
く
だ
。
フ
ィ
デ
ィ
オ
、
そ
ん
な
に
急
が
な
く
て
も
エ
ン
ド
ウ

マ
モ
ル
は
逃
げ
や
し
な
い
さ
。
」

マ
ル
コ
　
「
ジ
ャ
ン
ル
カ
の
言
う
と
お
り
だ
！
お
前
の
悪
い
癖
で
も
あ
る
わ
け

だ
し
、
自
覚
を
持
て
よ
な
。
」

ジ
ャ
ン
ル
カ
　
「
ま
ぁ
、
落
ち
着
け
よ
マ
ル
コ
。
」

円
堂
　
「
フ
ィ
デ
ィ
オ
！
何
で
こ
こ
に
？
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
　
「
日
本
に
３
年
間
だ
け
、
留
学
す
る
事
に
な
っ
て
ね
、
あ
と
ア

ン
ジ
ェ
ロ
と
ブ
ラ
ー
ジ
も
別
の
学
校
に
居
る
は
ず
だ
よ
。
」

円
堂
　
「
へ
ぇ
～
、
と
り
あ
え
ず
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
な
、
フ
ィ
デ
ィ
オ
！
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
　
「
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
ね
。
」
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第
９
話
　
冷
酷
な
宣
告
！
（
後
書
き
）

今
回
は
、
イ
タ
リ
ア
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
か
ら
留
学
し
て

き
た
、
フ
ィ
デ
ィ
オ
、
マ
ル
コ
、
ジ
ャ
ン
ル
カ
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
い
と
、

思
い
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
ま
ず
は
、
マ
ル
コ
に
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
ー
！

マ
ル
コ
　
「
こ
ん
に
ち
は
！
俺
は
マ
ル
コ
・
マ
セ
ラ
ッ
テ
ィ
！
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

Ｄ
Ｆ
だ
！
」

デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー

マ
ル
コ
っ
て
パ
ス
タ
を
生
地
か
ら
作
る
事
が
で
き
る
ん
だ
よ
ね
？

マ
ル
コ
　
「
あ
あ
！
と
い
う
よ
り
パ
ス
タ
な
ら
何
で
も
作
れ
る
ぜ
！
」

じ
ゃ
あ
、
ペ
ス
カ
ト
ー
レ
１
つ
く
だ
さ
い
。

マ
ル
コ
　
「
よ
し
！
じ
ゃ
あ
１
時
間
で
作
る
ぜ
！
」

　
　
　
　
―
―
―
―
１
時
間
後
―
―
―
―

マ
ル
コ
　
「
出
来
た
ぜ
ー
。
」

お
お
っ
！
す
ご
く
う
ま
そ
う
！
い
た
だ
き
ま
ー
す
！
グ
フ
ッ
・
・
・

マ
ル
コ
　
「
大
丈
夫
か
？
」

う
・
・
う
ま
す
ぎ
て
死
ぬ
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
で
は
、
次
は
ジ
ャ
ン
ル
カ
が
来
ま

す
の
で
待
っ
て
て
く
だ
さ
い
。
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第
１
０
話
　
持
ち
物
検
査
（
前
書
き
）

か
な
り
、
長
い
期
間
書
け
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

こ
っ
ち
の
事
情
で
、
読
ん
で
く
れ
て
た
人
ど
う
も
す
い
ま
せ
ん
。

２
，
３
話
は
、
円
堂
達
の
学
校
生
活
を
書
く
つ
も
り
で
す
。

更
新
す
る
機
会
が
か
な
り
減
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ
か
も
と
の
ペ
ー
ス
に
戻

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
で
は
、
第
１
０
話
で
す
。
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第
１
０
話
　
持
ち
物
検
査

―
―
―
―
フ
ィ
デ
ィ
オ
達
が
来
て
１
日
が
過
ぎ
た
。

フ
ィ
デ
ィ
オ
達
は
留
学
生
寮
に
住
む
こ
と
に
な
り
、
星
原
先
輩
や
氷
藤
先
輩
と

も
打
ち
解
け
た
感
じ
だ
っ
た
。
―
―
―
―

円
堂
　
「
お
ー
い
、
半
田
ー
！
秋
ー
！
」

秋
　
「
遅
い
よ
、
円
堂
君
！
」

半
田
　
「
今
日
は
、
風
紀
委
員
の
持
ち
物
検
査
の
日
だ
ろ
う
？
」

円
堂
　
「
あ
ー
！
そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
っ
た
！
！
早
く
行
か
な
い
と
！
！
」

　
　
　
円
堂
は
、
全
速
力
で
走
っ
て
行
っ
た
。

半
田
　
「
ち
ょ
っ
！
円
堂
！
？
」

秋
　
「
私
達
も
、
急
ご
う
！
半
田
君
！
」

半
田
　
「
・
・
・
だ
な
。
走
る
か
！
」

　
―
―
―
―
１
０
分
後
―
―
―
―

半
田
　
「
や
っ
と
着
い
た
ー
・
・
・
？
円
堂
？
ど
う
し
た
？
」

　
半
田
は
円
堂
の
視
線
に
目
を
や
っ
た
。

半
田
　
「
ま
、
ま
さ
か
・
・
・
」

秋
　
「
ど
う
し
た
の
？
２
人
共
・
・
・
え
っ
・
う
そ
！
」

　
　
そ
こ
に
は
、
宮
野
が
い
た
。

秋
　
「
宮
野
先
輩
・
・
・
で
す
よ
ね
？
」

宮
野
　
「
円
堂
守
、
半
田
真
一
、
木
野
秋
、
８
時
３
５
分
到
着
。
持
ち
物
検
査

開
始
時
間
か
ら
２
時
間
３
５
分
経
過
。
」

半
田
　
「
は
い
？
と
い
う
よ
り
６
時
か
ら
や
っ
て
い
る
の
か
！
持
ち
物
検
査
は

！
」

宮
野
　
「
か
ば
ん
を
貸
し
な
さ
い
。
」

円
堂
＆
半
田
＆
秋
　
「
は
い
？
」

　
　
３
人
が
、
そ
の
言
葉
を
言
っ
た
瞬
間
３
人
の
か
ば
ん
が
無
く
な
っ
て
い
た
。

円
堂
＆
半
田
＆
秋
　
「
え
！
？
」
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宮
野
　
「
ま
ぁ
、
安
心
し
て
す
ぐ
返
す
か
ら
。
」

　
　
そ
う
言
う
と
、
３
人
の
か
ば
ん
を
あ
さ
り
始
め
た
。

半
田
　
「
ち
ょ
っ
、
何
し
て
る
ん
で
す
か
！
」

宮
野
　
「
・
・
・
サ
ッ
カ
ー
誌
に
、
ボ
ー
ル
に
、
携
帯
が
３
人
全
員
の
か
ば
ん

の
中
か
ら
見
つ
か
り
ま
し
た
。
」

？
？
？
　
「
そ
う
か
・
・
・
と
り
あ
え
ず
、
返
し
て
お
け
。
」

宮
野
　
「
分
か
り
ま
し
た
、
諸
星
委
員
長
」

・
・
・
・
・

秋
　
「
あ
の
・
・
・
」

宮
野
　
「
ご
め
ん
ご
め
ん
（
笑
）
。
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
か
ば
ん
は
返
す
ね
。
」

半
田
　
「
は
、
は
ぁ
・
・
・
」

宮
野
　
「
み
ん
な
、
い
そ
が
な
く
て
い
い
の
？
」

円
堂
＆
半
田
＆
秋
　
「
あ
」

円
堂
＆
半
田
　
「
ヤ
バ
イ
！
遅
刻
だ
！
」

秋
　
「
宮
野
先
輩
、
ま
た
後
で
！
」

宮
野
　
「
み
ん
な
、
頑
張
っ
て
ね
。
」
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第
１
１
話
　
宮
野
の
頼
み
（
前
書
き
）

次
話
は
、
展
開
が
読
み
に
く
い
の
で
、
飛
ば
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
訳
で
、
第
１
１
話
ス
タ
ー
ト
で
す
。
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第
１
１
話
　
宮
野
の
頼
み

円
堂
　
「
は
ぁ
・
・
・
や
っ
と
今
日
の
練
習
終
わ
っ
た
～
。
」

半
田
　
「
光
陽
と
の
試
合
が
近
い
か
ら
な
の
か
、
練
習
が
厳
し
く
な
い
か
？
」

氷
藤
　
「
そ
れ
は
言
え
て
る
。
」

半
田
　
「
っ
て
、
い
つ
の
間
に
い
た
ん
で
す
か
！
」

氷
藤
　
「
１
分
く
ら
い
前
。
」

半
田
　
「
（
早
っ
！
！
）
」

秋
　
「
円
堂
君
、
半
田
君
早
く
帰
ろ
う
！
」

円
堂
　
「
あ
あ
、
今
行
く
。
」

宮
野
　
「
円
堂
君
、
半
田
君
、
秋
ち
ゃ
ん
、
ち
ょ
っ
と
い
い
か
な
？
」

半
田
　
「
何
で
す
か
？
」

宮
野
　
「
あ
な
た
達
、
こ
の
後
暇
？
」

秋
　
「
何
で
で
す
か
？
」

宮
野
　
「
私
の
家
に
、
行
っ
て
来
て
く
れ
な
い
？
今
日
、
私
ア
ル
バ
イ
ト
だ
か

ら
。
私
の
家
の
行
き
方
は
星
原
君
と
氷
藤
君
が
知
っ
て
る
か
ら
。
」

星
原
　
「
宮
野
、
ま
た
あ
い
つ
ら
の
世
話
を
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
？
」

氷
藤
　
「
俺
は
楽
し
い
か
ら
、
い
い
ん
だ
け
ど
さ
。
」

宮
野
　
「
星
原
君
も
氷
藤
君
も
、
家
の
状
況
わ
か
る
で
し
ょ
？
」

星
原
　
「
そ
れ
は
そ
う
だ
が
・
・
・
」

氷
藤
　
「
よ
ー
し
、
じ
ゃ
あ
行
く
か
！
」

―
―
―
―
１
０
分
後
―
―
―
―

氷
藤
　
「
こ
こ
が
、
宮
野
の
家
だ
。
」
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第
１
２
話
　
宮
野
家
の
問
題
児
達
！
（
前
書
き
）

今
回
は
、
宮
野
の
姉
、
弟
、
妹
達
を
出
す
わ
け
で
す
が
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ

う
に
、
問
題
児
が

多
い
で
す
、
と
い
う
よ
り
宮
野
の
姉
以
外
は
、
基
本
何
か
問
題
を
起
こ
し
て
い

ま
す
。

そ
の
相
手
を
す
る
の
が
、
円
堂
達
と
い
う
わ
け
で
す
。

今
回
は
、
か
な
り
話
が
壊
れ
る
と
思
う
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
と
、
最
近
週
１
，
２
の
ペ
ー
ス
で
書
け
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。
　
で
は
、
ど
う
ぞ
。
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第
１
２
話
　
宮
野
家
の
問
題
児
達
！

　
　
ピ
ン
ポ
ー
ン

？
？
？
　
「
は
～
い
。
あ
、
星
原
君
に
氷
藤
君
！
い
つ
も
ご
め
ん
ね
。
」

星
原
　
「
い
え
。
千
里
さ
ん
、
遥
さ
ん
に
は
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
。
」

氷
藤
　
「
そ
う
そ
う
、
俺
な
ん
て
い
つ
も
迷
惑
か
け
て
ま
す
し
。
」

星
原
　
「
お
前
は
か
け
す
ぎ
だ
。
」

千
里
　
「
そ
の
分
な
ら
、
大
丈
夫
そ
う
ね
。
あ
ら
、
そ
の
子
達
は
？
」

星
原
　
「
今
年
の
新
入
部
員
達
で
す
。
」

円
堂
　
「
円
堂
守
で
す
！
初
め
ま
し
て
！
」

半
田
　
「
半
田
真
一
で
す
。
」

秋
　
「
初
め
ま
し
て
。
木
野
秋
で
す
。
」

千
里
　
「
宮
野
千
里
で
す
。
よ
ろ
し
く
ね
。
さ
っ
そ
く
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
」

？
？
？
　
「
そ
れ
っ
！
！
」

円
堂
　
「
え
？
う
わ
ぁ
！
」

　
　
円
堂
め
が
け
て
枕
が
飛
ん
で
き
た
。
円
堂
は
そ
の
ま
ま
、
玄
関
に
倒
れ
た
。

？
？
？
１
　
「
や
っ
た
あ
！
当
た
っ
た
、
当
た
っ
た
！
！
」

？
？
？
２
　
「
わ
ー
い
、
わ
ー
い
。
」

？
？
？
３
　
「
よ
ー
し
、
も
う
１
回
や
ろ
う
ぜ
！
」

？
？
？
４
　
「
そ
う
し
よ
、
そ
う
し
よ
！
」

？
？
？
５
　
「
い
く
ぞ
ー
！
」

千
里
　
「
や
め
な
さ
い
！
光
！
美
和
！
王
鬼
！
真
帆
！
美
樹
！
」

　
　
　
　
そ
の
瞬
間
、
千
里
の
言
葉
で
、
一
瞬
で
静
ま
り
返
っ
た
。

円
堂
　
「
え
ー
と
、
そ
の
子
達
は
？
」

千
里
　
「
こ
の
子
達
は
、
私
の
弟
達
よ
。
」

光
　
「
何
だ
よ
、
姉
ち
ゃ
ん
！
」

美
和
　
「
別
に
何
し
て
も
い
い
じ
ゃ
ん
。
」

王
鬼
　
「
そ
う
だ
そ
う
だ
！
」
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真
帆
　
「
自
由
に
や
っ
ち
ゃ
だ
め
な
の
？
」

美
樹
　
「
と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
ろ
に
い
る
人
は
誰
？
星
原
さ
ん
と
氷
藤
さ
ん
は

分
か
る
け
ど
・
・
・
。
」

千
里
　
「
こ
の
人
達
は
、
天
雷
高
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
新
入
部
員
の
人
達
よ
。
」

光
　
「
え
、
じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
サ
ッ
カ
ー
の
キ
ー
パ
ー
や
っ
て
よ
！
俺
達
が
シ
ュ

ー
ト
打
つ
か
ら
さ
。
」

半
田
　
「
ど
う
す
る
？
円
堂
・
・
・
っ
て
円
堂
は
？
」

円
堂
　
「
よ
ー
し
、
こ
い
！
」

光
　
「
い
く
ぞ
ー
！
！
」
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第
１
３
話
　
宮
野
の
過
去
！
（
前
編
）
（
前
書
き
）

今
回
か
ら
、
宮
野
の
過
去
に
入
り
ま
す
が
、
宮
野
の
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
た

頃
に
宮
野
の
運
命
を
変
え
る
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。

３
部
に
分
か
れ
て
お
送
り
す
る
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

で
は
、
ど
う
ぞ
。
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第
１
３
話
　
宮
野
の
過
去
！
（
前
編
）

光
　
「
行
く
ぞ
！
“
モ
ノ
ト
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
”
！
！
」

円
堂
　
「
試
し
て
み
る
か
・
・
・
“
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
ザ
・
ハ
ン
ド
”
！
」

半
田
　
「
何
だ
？
円
堂
の
周
り
に
オ
ー
ラ
が
集
ま
っ
て
る
？
」

円
堂
　
「
う
お
お
ー
！
“
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
ザ
・
ハ
ン
ド
”
ッ
ー
ー
！
！
」

　
　
　
そ
の
瞬
間
、
周
り
の
オ
ー
ラ
が
一
瞬
で
消
え
た

円
堂
　
「
く
っ
・
・
・
や
っ
ぱ
り
ま
だ
無
理
か
・
・
・
。
」

　
　
　
そ
の
ま
ま
、
シ
ュ
ー
ト
は
ゴ
ー
ル
に
入
っ
た
。

光
　
「
や
っ
た
、
や
っ
た
ー
！
世
界
一
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
か
ら
ゴ
ー
ル
を
と

っ
た
ー
！
」

美
和
＆
王
鬼
＆
真
帆
＆
美
樹
　
「
わ
ー
い
、
わ
ー
い
！
！
」

星
原
　
「
あ
い
つ
ら
を
見
て
い
る
と
、
昔
を
思
い
出
す
な
・
・
・
。
」

氷
藤
　
「
そ
ー
い
や
、
あ
の
時
は
宮
野
も
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
た
け
・
・
・
。
」

星
原
　
「
あ
の
事
故
か
ら
だ
っ
た
な
、
宮
野
が
変
わ
っ
た
の
は
・
・
・
。
」

　
　
　
　
　
～
７
年
前
～

星
原
　
「
行
く
ぞ
！
氷
藤
！
」

氷
藤
　
「
宮
野
！
」

宮
野
　
「
よ
ー
し
、
“
リ
ー
フ
ス
パ
イ
ラ
ル
”
～
！
！
」

　
　
　
ゴ
ー
ル
に
宮
野
の
シ
ュ
ー
ト
が
ゴ
ー
ル
に
突
き
刺
さ
る
。

宮
野
　
「
よ
～
し
、
ま
た
ゴ
ー
ル
ゲ
ッ
ト
ー
！
」

？
？
？
　
「
ま
た
、
や
っ
て
る
の
？
３
人
と
も
？
」

星
原
　
「
よ
う
、
響
子
。
」

響
子
　
「
本
当
に
あ
な
た
達
、
仲
が
良
い
わ
ね
。
」
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第
１
４
話
　
宮
野
の
過
去
！
（
中
編
）

宮
野
　
「
そ
う
か
な
？
私
は
普
通
だ
と
思
う
け
ど
・
・
・
。
」

星
原
　
「
同
感
だ
な
。
」

氷
藤
　
「
そ
う
か
？
俺
的
に
は
す
ご
く
中
の
い
い
友
達
だ
と
思
う
け
ど
？
」

響
子
　
「
そ
う
い
え
ば
、
週
末
に
大
会
が
あ
る
ん
で
し
ょ
？
」

宮
野
　
「
そ
う
だ
よ
。
響
子
も
来
る
ん
で
し
ょ
？
」

響
子
　
「
お
医
者
さ
ん
の
Ｏ
Ｋ
が
出
れ
ば
だ
け
ど
・
・
・
」

補
足
説
明

響
子
は
７
歳
の
時
、
交
通
事
故
に
遭
い
、
そ
れ
以
後
両
足
が
動
か
な
く
な
り
、

療
養
を
続
け
て
い
る
。

宮
野
達
と
は
、
幼
稚
園
か
ら
の
付
き
合
い

星
原
　
「
ま
ぁ
、
無
理
し
て
こ
な
く
て
も
、
親
に
頼
ん
で
ビ
デ
オ
撮
っ
て
も
ら

え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

響
子
　
「
そ
れ
も
そ
う
だ
ね
、
で
も
出
来
れ
ば
こ
の
目
で
見
た
い
し
・
・
・
。
」

氷
藤
　
「
ま
、
ど
っ
ち
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
ね
？
あ
と
は
、
本
人
の
意
思
に
任
せ

よ
う
ぜ
。
」

宮
野
　
「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
明
日
ね
。
」

星
原
　
「
あ
あ
、
じ
ゃ
あ
な
。
」

氷
藤
　
「
お
う
、
じ
ゃ
あ
な
。
」

　
　
　
　
～
週
末
　
　
病
院
～

響
子
　
「
じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
も
い
い
ん
で
す
ね
！
」

医
者
　
「
う
む
。
気
分
転
換
に
で
も
な
る
だ
ろ
う
。
」

響
子
の
母
親
　
「
じ
ゃ
あ
、
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。
宮
野
ち
ゃ
ん
達
の
試
合
も
そ
ろ

そ
ろ
や
る
頃
だ
と
思
う
し
。
」

響
子
　
「
う
ん
！
！
」

　
　
　
　
～
同
時
刻
　
　
某
所
～

？
？
？
　
「
分
か
り
ま
し
た
。
で
は
例
の
時
間
に
・
・
・
え
え
、
分
か
っ
て
い

ま
す
。
命
令
ど
う
り
彼
ら
（
・
・
・
）
を
抹
殺
し
ま
す
。
」
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第
１
５
話
　
宮
野
の
過
去
（
後
編
）

　
　
　
～
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
～

王
将
　
　
「
こ
れ
よ
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
予
選
決
勝
戦
を
始
め

ま
す
！
！
」

説
明

角
馬
　
王
将

実
況
・
解
説
を
（
お
そ
ら
く
）
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

お
こ
な

角
馬
　
圭
太
の
父
親

王
将
　
「
星
花
Ｆ
Ｃ
ｖ
ｓ
蛇
川
Ｆ
Ｃ
、
試
合
が
ま
も
な
く
始
ま
ろ
う
と
い
う
所
、

果
た
し
て
ど
ち
ら
が
勝
つ
の
か
！
？
」

ち
な
み
に
、
星
原
、
氷
藤
、
宮
野
の
３
人
は
星
花
Ｆ
Ｃ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

宮
野
　
「
さ
ー
て
、
今
日
も
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
を
決
め
よ
う
っ
と
。
」

氷
藤
　
「
で
も
、
蛇
川
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
速
さ
で
有
名
だ
ぜ
？
」

星
原
　
「
だ
が
、
今
日
は
響
子
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な
。
宮
野
に
と
っ

て
は
＋
材
料
だ
。
」

　
　
ピ
ー
　
　
　
審
判
の
笛
の
音
が
ス
タ
ジ
ア
ム
に
こ
だ
ま
す
る
。

　
　
　
　
～
客
席
　
　
Ｆ
列
～

響
子
の
母
親
　
「
こ
こ
な
ら
、
星
原
君
達
の
試
合
が
よ
く
見
え
る
わ
よ
。
」

響
子
　
「
う
ん
！
み
ん
な
～
頑
張
れ
～
！
！
」

　
　
　
　
～
客
席
　
　
出
入
り
口
付
近
～

？
？
？
　
「
あ
と
４
５
分
か
・
・
・
指
令
が
言
う
に
ゃ
宮
野
っ
て
奴
が
脅
威
ら

し
い
が
、
ど
う
見
て
も
普
通
の
女
の
子
に
し
か
見
え
な
い
が
・
・
命
令
を
遂
行

す
る
ま
で
だ
。
」

　
　
　
　
～
ス
タ
ジ
ア
ム
　
　
中
央
～

星
原
　
「
行
く
ぞ
！
み
ん
な
！
！
」

星
花
Ｆ
Ｃ
全
員
　
「
お
お
っ
ー
！
！
」

ス
タ
メ
ン

星
原
　
「
氷
藤
！
」

　
　
　
　
ト
ン
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氷
藤
　
「
宮
野
！
」

　
　
　
　
ポ
ン

宮
野
　
「
“
リ
ー
フ
ス
パ
イ
ラ
ル
”
！
！
」

蛇
川
キ
ー
パ
ー
　
「
う
わ
あ
ー
ー
！
！
」

王
将
　
「
決
ま
っ
た
ー
！
！
宮
野
の
必
殺
技
が
見
事
ゴ
ー
ル
！
！
連
携
の
良
さ

で
た
ー
！
！
」

　
　
　
ち
な
み
に
、
こ
の
時
点
で
１
９
分
経
過

星
原
　
「
こ
の
調
子
で
行
く
ぞ
！
」

　
　
　
　
前
半
残
り
１
０
分

　
　
　
　
～
客
席
　
　
出
入
り
口
付
近
～

？
？
？
１
　
「
作
戦
変
更
で
す
か
？
」

？
？
？
２
　
「
あ
あ
、
今
か
ら
開
始
だ
。
見
せ
て
や
れ
恐
怖
の
惨
劇
を
！
！
」

？
？
？
１
　
「
分
か
り
ま
し
た
。
」

　
　
　
謎
の
男
は
ボ
タ
ン
を
取
り
出
し
、
押
し
た
。

　
　
　
　
　
そ
の
瞬
間

　
　
ズ
ド
ー
ン
　
　
ボ
カ
ー
ン

　
　
会
場
中
か
ら
爆
発
音
が
鳴
り
響
く

響
子
　
「
何
？
こ
の
音
？
」

　
　
　
す
る
と

　
　
　
　
　
ド
カ
ー
ン

　
　
　
響
子
の
足
元
が
爆
発
し
た

響
子
　
「
き
ゃ
あ
あ
あ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

　
　
～
ス
タ
ジ
ア
ム
～

星
原
　
「
お
い
！
今
誰
か
の
声
が
し
な
か
っ
た
か
？
」

氷
藤
　
「
ん
な
事
言
っ
て
る
場
合
か
！
早
く
行
く
ぞ
！
！
」

　
　
～
ス
タ
ジ
ア
ム
　
　
外
～

警
察
官
１
　
「
避
難
し
て
い
る
人
は
全
員
か
？
」

警
察
官
２
　
「
は
い
！
お
そ
ら
く
そ
う
思
わ
れ
ま
す
。
」

星
原
　
「
危
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
な
。
」

宮
野
　
「
寿
命
が
縮
む
か
と
思
っ
た
。
」
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氷
藤
　
「
お
い
、
あ
れ
・
・
・
響
子
の
親
じ
ゃ
ね
ぇ
か
？
」

星
原
　
「
こ
こ
に
い
る
な
ら
、
響
子
も
近
く
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
な
。
」

宮
野
　
「
響
子
の
お
母
さ
ん
。
響
子
ち
ゃ
ん
ど
こ
に
い
ま
す
か
？
」

響
子
の
母
親
　
「
響
子
な
ら
こ
の
辺
に
・
・
・
あ
れ
、
い
な
い
わ
ね
。
」

星
原
＆
氷
藤
　
「
ま
さ
か
！
！
」

星
原
　
「
す
い
ま
せ
ん
！
ま
だ
、
友
達
が
中
に
！
」

警
察
官
１
　
「
も
う
無
理
だ
！
完
全
に
火
の
手
が
ま
わ
っ
て
い
る
！
！
」

宮
野
　
「
い
や
あ
ー
ー
！
！
」
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第
１
６
話
　
意
外
な
来
客
（
前
書
き
）

す
い
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
最
初
だ
け
宮
野
の
過
去
を
出
し
ま
す
。

ま
た
、
天
雷
高
に
は
意
外
な
人
物
が
来
ま
す
。
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第
１
６
話
　
意
外
な
来
客

氷
藤
　
「
星
原
！
宮
野
は
？
」

星
原
　
「
ま
だ
、
精
神
状
態
が
良
く
な
い
ら
し
い
。
」

氷
藤
　
「
く
そ
！
何
で
こ
ん
な
事
に
！
！
」

医
者
　
「
君
達
、
あ
の
子
の
知
り
合
い
か
？
」

星
原
　
「
？
そ
う
で
す
が
？
」

医
者
　
「
あ
の
子
が
会
い
た
い
と
。
」

　
　
　
　
　
　
～
病
室
～

宮
野
　
「
氷
藤
君
、
星
原
君
・
・
・
」

氷
藤
　
「
大
丈
夫
か
？
」

星
原
　
「
お
前
が
戻
れ
ば
、
優
勝
は
確
実
な
ん
だ
が
な
・
・
・
」

宮
野
　
「
そ
の
事
な
ん
だ
け
ど
さ
・
・
・
」

星
原
　
「
？
」

宮
野
　
「
私
、
サ
ッ
カ
ー
を
や
め
よ
う
と
思
う
ん
だ
・
・
・
」

星
原
　
「
！
！
！
」

氷
藤
　
「
何
で
だ
よ
！
お
前
は
チ
ー
ム
の
要
な
ん
だ
ぞ
！
！
！
」

宮
野
　
「
分
か
っ
て
る
け
ど
！
で
も
・
・
・
」

星
原
　
「
分
か
っ
た
。
」

氷
藤
　
「
星
原
！
！
」

星
原
　
「
分
か
っ
て
や
れ
。
響
子
を
失
っ
た
悲
し
み
が
一
番
大
き
い
の
は
宮
野

な
ん
だ
。
」

氷
藤
　
「
く
そ
！
」

　
　
　
　
　
～
現
在
～

星
原
　
「
宮
野
は
あ
の
事
故
以
来
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
」

氷
藤
　
「
で
も
、
俺
達
自
身
も
変
わ
れ
た
ん
だ
。
」

千
里
　
「
み
ん
な
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
。
」

円
堂
　
「
い
え
！
楽
し
か
っ
た
で
す
！
」

千
里
　
「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
ね
。
」
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～
翌
日
～

霊
都
　
「
今
日
は
客
が
来
て
い
る
。
」

豪
炎
寺
　
「
客
？
」

円
堂
　
「
！
！
お
前
は
ア
フ
ロ
デ
ィ
！
」

ア
フ
ロ
デ
ィ
　
「
久
し
ぶ
り
だ
ね
。
円
堂
君
。
」

ヒ
ロ
ト
　
「
何
で
キ
ミ
が
こ
こ
に
い
る
ん
だ
い
？
」

ア
フ
ロ
デ
ィ
　
「
キ
ミ
達
に
挨
拶
を
し
に
来
た
ん
だ
。
」

豪
炎
寺
　
「
ま
さ
か
・
・
・
」

ア
フ
ロ
デ
ィ
　
「
今
週
の
練
習
試
合
の
相
手
は
、
僕
達
光
陽
高
だ
か
ら
ね
。
」

・
・
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第
１
６
話
　
意
外
な
来
客
（
後
書
き
）

宮
野
の
過
去
話
が
想
像
以
上
に
長
く
続
い
て
し
ま
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n3734v/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n3734v/

